
が
二
度
と
な
い
よ
う
、
シ
ベ
リ
ア
に
果
て
た
人
々
の
ご
冥
福
を

祈
り
つ
つ
ペ
ン
を
お
く
。

満
州
か
ら
シ
ベ
リ
ア
の
八
年
　 

愛
■
県
　
宇
都
宮
政
壽
　 

大
正
九
年
十
月
八
日
、
東
宇
和
郡
笠
置
村
の
農
家
に
長
男
と

し
て
生
ま
れ
る
。

県
立
宇
和
農
業
学
校
（
現
宇
和
高
等
学
校
）
の
修
学
旅
行
が

旧
朝
鮮
、
満
州
の
十
五
日
間
で
あ
っ
た
。
こ
の
旅
行
で
見
聞
し

た
新
生
満
州
国
の
、
限
り
な
い
希
望
と
夢
を
抱
か
せ
る
広
大
な

新
天
地
に
魅
せ
ら
れ
た
私
達
は
、「
卒
業
し
た
ら
満
州
だ
」
と

少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

帰
国
後
間
も
な
く
肋
膜
炎
と
腹
膜
炎
に
罹
病
、
療
養
生
活
二

年
半
、
こ
の
間
に
は
医
師
が
父
に
「
会
わ
せ
る
人
が
あ
れ
ば
呼

ぶ
よ
う
に
」
と
危
篤
の
時
が
あ
っ
た
と
後
で
聞
か
さ
れ
た
。
全

快
後
、
石
城
村
役
場
に
一
年
間
勤
め
る
。

昭
和
十
五
年
七
月
、
徴
兵
検
査
を
受
け
、
丙
種
に
合
格
。

十
六
年
、
私
立
中
野
高
等
無
線
電
信
学
校
在
学
中
の
九
月
、

満
州
国
治
安
部
警
務
司
の
採
用
試
験
に
合
格
。
学
校
は
繰
り
上

げ
卒
業
を
認
め
、
面
接
の
係
官
か
ら
新
京
（
現
在
の
長
春
）
ま

で
の
赴
任
旅
費
を
支
給
さ
れ
、
早
速
に
荷
物
を
ま
と
め
て
帰

郷
。
驚
き
不
安
が
る
両
親
に
見
送
ら
れ
、
十
月
一
日
、
新
京
の

警
察
学
校
に
入
る
。

同
月
二
十
四
日
、
通
化
省
公
署
警
務
庁
警
備
部
無
電
室
勤
務

を
命
ぜ
ら
れ
着
任
。
こ
こ
で
は
受
信
送
信
の
実
地
訓
練
と
、
暗

号
の
教
育
と
訓
練
で
あ
っ
た
。

十
七
年
八
月
一
日
付
で
濛
江
県
公
署
警
務
科
無
電
室
に
転

勤
。
朝
陽
鎮
と
い
う
駅
か
ら
は
軍
か
県
公
署
の
ト
ラ
ッ
ク
に
便

乗
す
る
の
が
唯
一
の
交
通
手
段
、
電
灯
が
ひ
か
れ
て
お
ら
ず
ラ

ン
プ
の
生
活
。
星
も
出
な
い
夜
な
ど
、
道
で
す
れ
違
っ
た
人
も

わ
か
ら
ぬ
真
の
闇
に
な
る
街
で
あ
り
、
大
勢
の
共
匪
が
帰
順
帰

農
し
て
い
る
密
林
に
囲
ま
れ
た
山
岳
地
帯
の
物
騒
な
街
で
も

あ
っ
た
。

三
ヵ
月
で
ラ
ン
プ
の
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
、
十
一
月
一
日
付

で
鴨
緑
江
河
畔
の
輯
安
県
公
署
警
務
科
無
電
室
に
転
勤
。
国
境

の
故
か
憲
兵
隊
、
鉄
道
警
護
隊
、
県
警
、
税
関
の
職
員
も
剣
を



腰
に
し
て
お
り
、
軍
刀
を
ぶ
ら
下
げ
た
人
の
多
か
っ
た
街
。
私

達
若
い
者
は
、
日
本
人
経
営
の
料
亭
で
、
き
っ
ぷ
の
良
い
妓
や

鉄
火
で
あ
ね
ご
肌
の
芸
妓
達
と
意
気
投
合
、
夜
を
徹
し
て
痛
飲

す
る
な
ど
、
青
春
の
血
を
た
ぎ
ら
せ
た
忘
れ
得
ぬ
人
々
や
思
い

出
尽
き
な
い
街
で
あ
っ
た
。

十
九
年
七
月
末
に
依
願
退
職
す
る
ま
で
、
無
線
通
信
士
兼
暗

号
員
と
し
て
勤
務
。
八
月
一
日
付
で
北
安
省
北
安
市
、
北
満
車

両
株
式
会
社
に
入
社
。
同
社
に
勤
務
中
の
二
十
年
五
月
十
六

日
、
召
集
令
状
を
受
領
。
翌
十
七
日
午
後
一
時
、
松
風
一
五
二

〇
七
部
隊
北
孫
呉
六
二
八
部
隊
に
入
隊
し
た
。

通
信
隊
に
は
軍
馬
が
多
く
、
入
隊
間
も
な
く
厩
当
番
に
就
い

た
朝
、
癖
の
あ
る
馬
に
そ
れ
と
も
知
ら
ず
近
づ
い
た
時
、
急
に

尻
を
向
け
て
来
た
の
で
慌
て
て
下
が
る
が
間
に
合
わ
ず
、
恥
骨

を
蹴
ら
れ
て
昏
倒
。
大
き
な
こ
ぶ
が
で
き
る
が
骨
に
異
常
が
な

く
、
こ
れ
が
少
し
上
で
内
臓
、
下
な
ら
睾
丸
が
裂
け
て
死
ん
で

い
た
と
、
ま
さ
に
幸
運
に
尽
き
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。

六
月
末
、
人
事
係
の
准
尉
が
「
予
備
士
官
学
校
を
受
験
せ

よ
」
と
。
今
さ
ら
学
校
で
も
な
い
と
固
辞
し
た
と
こ
ろ
、
七
月

一
日
付
で
斬
込
挺
進
隊
に
転
属
を
命
じ
ら
れ
た
。
こ
の
隊
は
昼

夜
転
倒
演
習
を
実
施
中
で
、
昼
と
夜
と
が
逆
。
兵
は
木
箱
に
砂

を
詰
め
た
疑
似
爆
薬
を
抱
え
、
兵
が
引
っ
張
っ
て
走
り
回
る
大

八
車
を
敵
戦
車
に
見
立
て
て
飛
び
込
む
演
習
ば
か
り
。
生
き
て

は
絶
対
に
帰
れ
な
い
と
覚
悟
を
し
た
。

過
酷
な
夜
間
演
習
続
き
で
病
人
が
次
々
に
出
た
た
め
か
、
七

月
末
に
身
体
検
査
が
あ
る
。
軍
医
に
「
結
核
性
の
肋
膜
炎
と
腹

膜
炎
で
三
年
近
く
入
院
し
た
」
と
申
告
し
た
の
が
効
を
奏
し
て

か
、
原
隊
に
帰
さ
れ
る
。
ホ
ッ
と
し
た
の
も
つ
か
の
間
、
翌
八

月
二
日
に
は
新
京
に
新
設
部
隊
の
要
員
と
し
て
転
属
命
令
が
出

る
。
五
日
、
満
州
三
七
三
二
部
隊
諏
訪
隊
に
着
任
。
小
隊
長
が

本
県
三
津
浜
町
出
身
の
玉
井
見
習
士
官
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、

携
行
し
た
三
八
式
騎
兵
銃
や
帯
剣
な
ど
を
「
歩
兵
部
隊
に
回

せ
」
と
取
り
上
げ
ら
れ
て
丸
腰
と
な
る
。

十
五
日
早
朝
、「
ソ
軍
迎
撃
に
第
一
線
に
進
出
す
る
」
と
手

榴
弾
二
発
が
支
給
さ
れ
た
。
こ
れ
で
戦
え
と
言
う
の
か
、
天
下

に
聞
こ
え
た
関
東
軍
も
落
ち
ぶ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
わ
が
隊
は

幸
運
に
も
銃
火
の
洗
礼
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
寛
城
子
で
終
戦

を
迎
え
、
武
装
解
除
後
、
新
京
医
科
大
学
校
舎
に
収
容
さ
れ

る
。
収
容
直
後
、
ソ
連
兵
に
囲
ま
れ
、
銃
を
突
き
付
け
ら
れ
て



腕
時
計
や
万
年
筆
を
強
奪
さ
れ
、
敗
者
の
悲
哀
を
つ
く
づ
く
と

覚
え
る
。
九
月
十
一
日
、
新
京
出
発
。
こ
の
時
の
編
成
で
指
揮

班
に
編
入
さ
れ
、
将
校
の
荷
物
運
び
と
炊
事
係
。

二
十
八
日
、
黒
河
か
ら
ブ
ラ
ゴ
エ
に
上
陸
。
こ
こ
の
野
営
の

と
き
、
工
兵
隊
か
ら
借
り
て
い
た
荷
物
運
び
用
の
鉄
棒
に
夕
食

の
飯
盒
を
吊
る
し
て
火
に
か
け
、
身
体
の
弱
っ
て
い
た
井
上
二

等
兵
に
火
の
番
を
さ
せ
て
、
私
は
全
員
の
水
筒
を
持
っ
て
河
ま

で
水
を
汲
み
に
行
き
、
帰
営
し
て
ビ
ッ
ク
リ
、
鉄
棒
が
爆
発
し

て
、
井
上
の
胸
に
鉄
片
が
突
き
刺
さ
っ
て
お
り
、
飯
盒
は
形
も

無
い
ほ
ど
に
、
将
校
達
は
頭
か
ら
灰
や
汁
を
浴
び
て
呆
然
と
し

て
い
た
。
私
は
当
然
に
ソ
軍
本
部
に
連
行
さ
れ
取
り
調
べ
を
受

け
た
。「
黒
河
の
桟
橋
近
く
の
路
上
で
拾
っ
た
」
で
押
し
通
し

て
釈
放
さ
れ
た
が
、
一
つ
間
違
え
ば
銃
殺
も
の
、
冷
や
汗
タ
ラ

タ
ラ
で
あ
っ
た
。
工
兵
隊
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
「
戦
車
の

無
限
軌
道
に
食
い
込
ま
せ
て
爆
破
、
走
行
不
能
に
す
る
兵
器

だ
」
と
い
う
。
知
ら
ぬ
こ
と
と
は
い
え
、
大
勢
の
犠
牲
者
を
出

し
か
ね
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
病
院
に
送
っ
た
井
上
二
等
兵

の
生
死
は
不
明
の
ま
ま
で
出
発
せ
ざ
る
を
得
ず
、
誠
に
無
念
。

十
月
四
日
、
ウ
ラ
ン
ウ
デ
の
収
容
所
に
入
り
、
製
材
工
場
班

に
編
入
。
非
能
率
的
な
工
場
で
、
監
督
は
が
な
る
ば
か
り
で
成

果
は
さ
っ
ぱ
り
。
ノ
ル
マ
未
達
が
続
ぎ
、
食
事
は
質
量
と
も
に

最
悪
に
な
る
。
一
年
く
ら
い
は
我
慢
し
た
が
限
界
に
来
て
、
重

営
倉
覚
悟
で
ス
ト
決
行
、
座
り
込
む
。
こ
の
時
、
運
の
悪
い
兵

は
警
戒
兵
に
銃
で
ど
突
か
れ
痛
い
目
に
遭
う
。
カ
ン
カ
ン
に
怒

る
監
督
に
「
一
片
の
パ
ン
と
少
量
の
塩
汁
」
を
見
せ
、「
こ
れ

が
昼
食
、
こ
れ
で
働
け
る
か
、
ノ
ル
マ
の
査
定
を
考
え
ろ
」
と

交
渉
、
監
督
も
こ
の
食
事
に
は
驚
い
て
、
善
処
を
約
束
し
た
の

で
ス
ト
中
止
、
怪
我
人
な
し
で
終
わ
る
。

こ
の
こ
と
が
原
因
か
、
数
日
後
、
監
督
が
交
代
す
る
。
新
監

督
は
凍
傷
で
鼻
の
欠
け
た
、
や
せ
て
ギ
ス
ギ
ス
し
た
五
十
過
ぎ

の
女
性
で
、
意
地
が
悪
く
、
一
日
中
「
速
く
、
速
く
」
と
う
る

さ
い
の
で
、
鬼
婆
と
あ
だ
名
を
付
け
て
呼
び
溜
飲
を
下
げ
て
い

た
が
、「
日
本
で
は
悪
魔
の
よ
う
な
老
女
」
を
言
う
と
教
え
た

馬
鹿
な
兵
が
い
た
ら
し
く
、
そ
れ
以
降
、
手
痛
い
シ
ッ
ペ
返
し

で
、
多
く
の
兵
が
長
い
間
苦
労
を
さ
せ
ら
れ
た
。

一
年
半
が
過
ぎ
た
頃
、
原
木
が
入
っ
て
貨
車
下
ろ
し
の
夜
間

作
業
中
（
時
間
構
わ
ず
入
っ
て
来
る
た
び
夜
間
で
も
製
材
班
は

引
っ
張
り
出
さ
れ
た
）

、
ソ
軍
軍
曹
が
迎
え
に
来
た
。
何
事



か
と
帰
っ
た
と
こ
ろ
、
本
部
の
地
下
室
に
放
り
込
ま
れ
、
若
い

中
尉
か
ら
「
暗
号
」
に
つ
い
て
尋
問
を
受
け
る
。
通
訳
が
、
ハ

ル
ビ
ン
で
日
本
人
と
結
婚
し
て
い
た
と
い
う
四
十
歳
く
ら
い
の

美
し
い
女
性
で
あ
っ
た
が
、
日
本
語
は
タ
ド
タ
ド
し
い
片
言
程

度
、
応
答
が
か
み
合
わ
ず
、
い
ら
立
っ
た
中
尉
が
、
ど
な
っ
た

り
、
机
を
叩
い
て
お
ど
し
た
り
、
時
に
は
拳
銃
で
殴
ら
れ
も
し

た
が
、
何
度
も
死
に
そ
こ
な
っ
た
身
、
ク
ソ
度
胸
を
決
め
て
、

以
降
「
忘
れ
た
」「
知
ら
ん
」
以
外
は
黙
秘
で
通
し
た
ら
、
匙

を
投
げ
て
か
、
十
時
間
ほ
ど
で
解
放
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
の
恐

怖
と
「
戦
犯
」
と
い
う
不
気
味
な
文
字
が
頭
の
隅
に
こ
び
り
付

い
て
、
舞
鶴
に
上
陸
す
る
ま
で
離
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

■
で
は
あ
っ
た
が
「
憲
兵
、
特
高
警
察
官
ら
を
三
人
密
告
す

れ
ば
日
本
に
帰
す
」
の
甘
言
に
釣
ら
れ
て
密
告
す
る
者
が
い
る

ら
し
か
っ
た
。

入
ソ
以
来
一
年
有
半
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
を
体
験
し
見

聞
し
た
が
、
中
で
も
脱
走
事
件
は
、
深
夜
扉
を
蹴
破
る
よ
う
な

音
で
飛
び
起
き
る
。
自
動
小
銃
を
手
に
し
た
四
人
の
兵
が
班
内

を
点
検
、
上
野
上
等
兵
が
い
な
い
。「
捜
せ
」
と
銃
で
小
突
か

れ
な
が
ら
収
容
所
内
を
朝
ま
で
捜
す
が
見
つ
か
ら
ず
。
夕
方
、

作
業
か
ら
帰
っ
て
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
他
の
班
の
上
等
兵
と

二
人
で
脱
走
、
貨
物
列
車
の
連
結
機
に
乗
っ
て
い
る
の
を
発
見

さ
れ
た
と
い
う
。
銃
殺
に
は
な
ら
ず
営
倉
に
入
っ
た
と
。
三
日

目
に
帰
っ
て
来
て
「
東
で
な
く
、
西
に
向
か
っ
て
走
っ
て
い
る

列
車
に
乗
っ
て
い
た
の
で
銃
殺
に
な
ら
な
か
っ
た
」
な
ど
と
気

楽
な
話
を
し
て
い
る
。
金
も
な
く
、
言
葉
も
通
じ
な
い
国
で
、

ど
ん
な
成
算
が
あ
っ
た
の
か
、
あ
き
れ
た
人
で
あ
っ
た
。

こ
の
頃
、
私
は
二
度
痛
い
目
に
遭
う
。
爪
と
肉
の
間
に
刺

さ
っ
た
木
片
を
抜
い
た
ま
ま
に
し
て
い
た
ら
化
膿
、
軍
医
に
診

せ
る
。「
抜
か
な
い
と
ダ
メ
だ
」
と
、
メ
ス
で
爪
の
周
囲
を

サ
ッ
と
切
っ
て
、
ア
ッ
と
思
う
間
に
生
爪
を
剥
ぎ
取
ら
れ
る
。

も
う
一
度
は
、
奥
歯
が
十
日
以
上
も
う
ず
き
、
歯
茎
が
変
に
思

え
る
の
で
軍
医
に
診
て
も
ら
う
。「
歯
茎
が
化
膿
し
て
い
る
。

放
っ
て
お
け
ば
骨
膜
炎
に
な
る
」
と
メ
ス
で
切
開
し
膿
を
取
っ

て
「
明
晩
七
時
に
来
い
」
と
。
翌
晩
、
麻
酔
な
し
で
抜
歯
、
衛

生
上
等
兵
が
腕
の
脈
を
と
り
な
が
ら
「
大
丈
夫
で
す
、
大
丈
夫

で
す
」
と
言
う
の
が
聞
こ
え
る
。
頭
が
真
っ
白
に
な
り
か
け
た

時
に
終
わ
る
。
脱
脂
綿
を
丸
め
た
の
を
渡
さ
れ
、「
こ
れ
で
押

さ
え
て
お
れ
、
し
ば
ら
く
で
血
が
止
ま
る
」

。
誠
に
荒
っ
ぽ
い



治
療
で
あ
っ
た
。
収
容
所
で
は
怪
我
と
病
気
は
大
敵
、
薬
が
な

く
、
粗
末
な
食
事
、
下
手
を
す
る
と
死
に
直
結
す
る
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
ア
ク
チ
ー
ブ
と
称
す
る
連
中
が
や
っ
て

来
て
、
収
容
所
の
民
主
化
を
や
る
と
い
う
。
私
達
少
数
の
二
等

兵
は
、
収
容
所
に
入
っ
て
か
ら
も
関
東
軍
の
編
成
で
、
階
級
も

そ
の
ま
ま
の
不
合
理
に
屈
辱
と
苦
痛
と
忍
耐
を
強
い
ら
れ
て
い

た
の
で
、
彼
等
に
協
力
し
て
階
級
呼
称
を
撤
廃
し
よ
う
と
ひ
そ

か
に
根
回
し
を
し
て
い
た
。
あ
る
夜
、
体
中
に
刺
青
を
し
て
い

る
青
木
上
等
兵
に
裏
庭
に
呼
び
出
さ
れ
、「
階
級
呼
称
撤
廃
の

首
謀
者
が
貴
様
と
い
う
こ
と
で
、
班
長
達
が
私
刑
に
か
け
る
と

息
巻
い
て
い
る
。
俺
が
抑
え
て
い
る
が
、
長
く
は
抑
え
き
れ

ん
。
弱
っ
て
い
る
身
体
に
や
ら
れ
た
ら
死
ぬ
ぞ
。
自
分
の
こ
と

だ
け
考
え
ろ
」
と
注
意
を
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
も
ま
た
密
告
に

よ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

ア
ク
チ
ー
ブ
の
連
中
は
、
収
容
所
の
民
主
化
ど
こ
ろ
か
、

「
ス
タ
ー
リ
ン
大
元
帥
に
感
謝
し
よ
う
」「
ノ
ル
マ
を
二
〇
〇
％

達
成
し
よ
う
」「
天
皇
島
に
敵
前
上
陸
の
理
論
武
装
を
し
よ
う
」

な
ど
、
ソ
連
迎
合
の
話
ば
か
り
。「
収
容
所
の
民
主
化
は
ど
う

し
た
」
な
ど
と
ヤ
ジ
っ
て
い
た
ら
、「
収
容
所
の
民
主
化
を
阻

む
反
動
分
子
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
張
ら
れ
、
二
十
二
年
九
月
三
十

日
、
ユ
ウ
レ
ユ
ラ
ク
収
容
所
に
転
属
を
命
じ
ら
れ
る
。
転
属
前

日
、
医
務
室
で
女
医
や
看
護
婦
が
「
毛
虱
の
駆
除
を
す
る
」

「
一
匹
も
お
ら
ん
」「
規
則
だ
」
で
、
脇
の
毛
と
陰
毛
を
き
れ

い
サ
ッ
パ
リ
剃
り
落
と
さ
れ
る
。
こ
ん
な
国
で
も
こ
の
よ
う
な

規
則
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
彼
女
達
の
面
白
半
分
の
思
い

つ
き
だ
ろ
う
が
、
面
食
ら
う
。

こ
ち
ら
の
収
容
所
で
は
屠
殺
工
場
、
漬
物
工
場
、
道
路
工

事
、
鉄
道
工
事
、
農
場
な
ど
日
替
わ
り
の
労
働
を
し
な
が
ら
、

各
地
か
ら
の
転
属
兵
を
待
っ
て
、
十
月
二
十
五
日
、
キ
ン
ロ
ス

カ
五
二
五
―
一
収
容
所
（
ク
ズ
バ
ス
炭
鉱
地
帯
）
に
転
属
。

こ
の
収
容
所
に
入
っ
た
直
後
、
階
級
呼
称
が
撤
廃
さ
れ
、
私

は
何
が
ど
う
間
違
っ
た
か
班
長
に
指
名
さ
れ
る
。
班
員
二
十
人

中
十
七
人
ま
で
が
上
等
兵
以
上
の
兵
と
下
士
官
、
彼
等
が
何
か

に
つ
け
て
陰
湿
な
い
じ
め
を
や
る
の
と
、
慣
れ
ぬ
坑
内
の
作
業

に
監
督
が
総
て
の
指
示
と
責
任
を
班
長
に
押
し
つ
け
て
く
る
の

で
、
肉
体
的
疲
労
に
精
神
的
疲
労
が
加
わ
り
、
苦
し
い
日
々
が

続
い
た
。

坑
内
の
労
働
は
、
石
炭
を
貨
車
へ
の
積
み
込
み
や
坑
木
の
運



搬
が
主
な
作
業
。
八
時
間
労
働
、
三
交
替
制
、
一
ヵ
月
ご
と
に

作
業
時
間
を
交
代
。
交
代
す
る
日
は
十
六
時
間
、
坑
内
で
休
み

な
し
の
労
働
で
あ
る
。
中
で
も
最
も
厳
し
い
交
代
は
午
後
四
時

入
坑
の
と
き
だ
。
午
後
三
時
前
収
容
所
を
出
発
す
る
の
で
夕
食

抜
き
、
翌
日
の
午
前
八
時
ま
で
飲
ま
ず
食
わ
ず
の
重
労
働
、
坑

内
か
ら
上
が
っ
て
器
具
返
納
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
整
列
、
十

時
過
ぎ
に
収
容
所
に
帰
り
朝
食
後
、
欲
も
得
も
な
く
泥
の
よ
う

に
眠
り
こ
け
た
も
の
で
あ
る
。

こ
ん
な
中
で
も
嬉
し
い
こ
と
が
あ
る
。
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
包

ん
で
い
る
紙
が
発
破
の
後
で
手
に
入
り
、
紙
に
苦
労
を
し
な
く

な
っ
た
こ
と
と
、
真
っ
黒
に
な
っ
て
坑
内
か
ら
上
が
る
の
で
、

毎
日
シ
ャ
ワ
ー
が
浴
び
ら
れ
、
下
着
の
洗
濯
も
で
き
る
の
で
、

一
ヵ
月
も
し
な
い
う
ち
に
虱
の
悩
み
か
ら
解
放
さ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
あ
る
日
の
終
業
時
間
が
近
づ
い
た
頃
、
監
督
が
回
っ
て
来
て

空
の
貨
車
を
見
つ
け
、「
横
坑
に
溜
ま
っ
て
い
る
石
炭
を
落
と

せ
」
と
怒
り
ま
く
る
の
で
、
危
険
で
嫌
な
作
業
だ
が
私
が
や
ら

ざ
る
を
得
ず
、
横
坑
に
の
ぼ
り
、
こ
の
辺
ま
で
な
ら
大
丈
夫
だ

ろ
う
と
ス
コ
ッ
プ
を
突
き
立
て
る
と
同
時
に
足
元
が
崩
れ
、
大

量
の
石
炭
に
巻
き
込
ま
れ
て
竪
坑
に
転
落
し
胸
ま
で
埋
ま
る
。

こ
れ
は
生
き
埋
め
に
な
る
と
、
大
声
で
必
死
に
連
呼
。
異
常
を

感
じ
た
監
督
が
の
ぼ
っ
て
来
て
顔
を
の
ぞ
か
せ
た
の
で
「
早
く

石
炭
を
お
ろ
せ
」
と
ど
な
る
が
、
落
ち
て
来
る
石
炭
に
「
早
く

お
ろ
せ
、
早
く
」
と
気
が
気
で
は
な
か
っ
た
。
交
替
時
間
間
近

で
発
破
が
か
か
ら
ず
、
一
度
に
大
量
の
石
炭
が
落
ち
て
こ
ず
命

拾
い
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
監
督
が
「
大
き
な
石
炭
が
出
て
来

た
」
と
馬
鹿
笑
い
を
し
た
の
に
は
、「
冗
談
じ
ゃ
な
い
、
死
ぬ

思
い
を
し
て
い
た
の
に
、
こ
の
野
郎
」
と
ぶ
っ
飛
ば
し
て
、
ス

カ
ッ
と
し
た
か
っ
た
。

二
十
三
年
六
月
中
頃
、
疲
労
の
限
界
を
超
え
た
の
か
、
作
業

か
ら
帰
る
途
中
、
人
事
不
省
に
な
っ
て
倒
れ
、
医
務
室
に
担
ぎ

込
ま
れ
る
。
軍
医
が
「
肝
臓
が
参
っ
て
い
る
」
と
女
医
に
説
明

し
て
休
養
の
許
し
が
出
る
。
翌
日
、
班
内
の
掃
除
な
ど
し
て
い

た
ら
医
務
室
に
呼
ば
れ
、
女
医
が
「
作
業
に
出
ろ
」
と
。
軍
医

か
ら
「
作
業
本
部
か
ら
の
命
令
ら
し
い
、
説
得
は
不
可
能
」
な

ど
の
説
明
が
あ
る
。
翌
日
か
ら
作
業
に
出
る
。
十
日
ほ
ど
し
て

ま
た
倒
れ
た
が
、
女
医
は
休
ま
せ
て
く
れ
な
か
っ
た
。

七
月
六
日
、
命
令
受
領
に
班
長
集
合
で
大
隊
本
部
に
行
く
。



ソ
軍
将
校
が
い
て
、
帰
国
者
名
の
発
表
で
あ
っ
た
。
わ
が
班
で

は
私
一
人
が
該
当
し
、
班
に
帰
っ
て
伝
達
。
素
直
に
喜
ん
で
く

れ
る
者
、「
班
長
一
人
で
よ
く
帰
れ
る
な
」「
女
医
に
ど
ん
な
ゴ

マ
す
っ
た
」
な
ど
と
嫌
味
を
言
う
奴
。
だ
が
遠
慮
す
る
こ
と
も

な
い
の
で
「
一
足
先
に
帰
る
が
、
皆
も
早
く
帰
れ
る
よ
う
に

祈
っ
て
い
る
」
と
最
後
の
挨
拶
。
翌
七
日
、
貨
物
列
車
に
乗

車
、
出
発
す
る
。
初
め
て
停
車
し
た
頃
、
私
は
上
段
の
隅
で
横

に
な
り
ウ
ト
ウ
ト
し
て
い
た
が
、
車
両
ご
と
に
班
長
を
指
名

し
、
命
令
受
領
に
集
合
の
連
絡
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
誰
が
音
頭

を
と
っ
た
の
か
「
宇
都
宮
さ
ん
起
き
て
く
だ
さ
い
、
班
長
に
指

名
さ
れ
ま
し
た
」
と
。
断
っ
た
と
こ
ろ
で
承
知
す
る
は
ず
が
な

い
の
で
了
承
、
本
部
に
行
く
。「
赤
旗
の
歌
を
暗
記
せ
よ
、
ナ

ホ
ト
カ
で
は
言
動
に
注
意
せ
よ
、
ス
タ
ー
リ
ン
と
輸
送
指
揮
官

へ
の
感
謝
文
の
検
討
」
な
ど
の
指
示
が
あ
る
。

二
十
一
日
、
ナ
ホ
ト
カ
着
。
異
様
な
雰
囲
気
に
い
さ
さ
か
驚

く
。
な
ん
で
も
日
本
共
産
党
の
徳
田
書
記
長
が
暴
漢
に
襲
わ
れ

て
重
傷
と
か
、
そ
れ
に
抗
議
す
る
デ
モ
行
進
や
演
説
会
が
開
か

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
我
々
も
早
速
デ
モ
行
進
に
参
加
さ
せ
ら

れ
る
が
、
激
し
い
駆
け
足
の
ジ
グ
ザ
ク
行
進
に
は
、
半
病
人
の

多
い
我
が
班
員
は
音
を
あ
げ
る
。

八
月
十
一
日
、
乗
船
命
令
が
出
る
。
復
員
船
永
徳
丸
に
乗
船

す
る
タ
ラ
ッ
プ
で
、
頭
の
隅
に
あ
っ
た
「
戦
犯
」
の
恐
怖
が
急

に
頭
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
、「
宇
都
宮
、
戻
れ
」
の
命
令
が
あ

り
は
し
な
い
か
と
気
も
そ
ぞ
ろ
に
な
る
。
船
室
に
飛
び
込
ん
で

「
監
視
の
船
が
引
き
返
し
た
」
の
声
を
聞
く
ま
で
は
不
安
で
落

ち
着
け
な
か
っ
た
。

十
四
日
、
舞
鶴
に
無
事
上
陸
。

平
成
九
年
十
二
月
、「
愛
■
シ
ベ
リ
ア
を
語
る
会
」
を
中
心

に
慰
霊
碑
を
建
立
。
式
典
に
参
列
し
て
、
満
州
か
ら
シ
ベ
リ
ア

の
八
年
、
幾
た
び
か
生
死
の
は
ざ
ま
を
運
強
く
生
き
抜
い
た
遠

い
記
憶
を
思
い
起
こ
し
て
感
無
量
で
あ
っ
た
。

こ
の
想
い
と
と
も
に
、
復
員
後
、
多
く
の
良
き
隣
人
、
先
輩

や
友
人
、
後
輩
に
恵
ま
れ
た
人
生
に
感
謝
し
、
好
意
に
応
え
て

社
会
に
い
さ
さ
か
奉
仕
し
得
た
節
目
を
整
理
、
記
録
し
て
、
今

後
と
も
健
康
で
あ
る
限
り
一
層
の
精
進
の
励
み
に
い
た
し
た

い
。




